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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・H29年度第2回法人研修について

テーマ：｢接遇の基礎・好感の持てる接客について｣

講師：八戸プラザホテル　総支配人　佐々木隆治氏

ビデオ研修：6/7（水）17：30～　場所：メモリアルホール

参加していない人は参加すること。

・WIZにて、日精協グループ保険の案内が掲示されている為、各自確認するように。

・6/8（木）16:00～プログラムミーティング実施予定。

・4月から新規利用となった方のデイケア調査を担当スタッフが実施すること。（小林司様、佐羽内裕亮様、久保興介様、中村茂様）

・医療機能評価が近付いている為、分からないことは各自確認し応答できるようにする。マニュアルについては小嶋SGMが作成していく。

・本日、八戸学院短期大学学生の実地研修を実施。振り返りは慶長JGMが対応。

・電子カルテの導入時期は、青陽館9月下旬、全体10月予定としている。

・6/13（火）13:00～15:00第5駐車場に向かう道路が通行止めとなる。

・6/12（月）外来の土足化が開始。南病棟は床がマットである為、スリッパに変えること。

・以前デイケアに通所していた小林満様が、デイケア利用する可能性があるとのこと。

・8/4（金）病院の納涼会、8/1（火）三沢の納涼会が開催される予定。

[各種提出期限]

①6/12（月）17:00　5月分経過（早期加算、他病院、毎月提出している方）
②6/12（月）行動観察メモの提出

③7/5（水）疾患別診療計画書　※通所日が少ない方は要注意

　⇒担当1人分を添削、指導予定であるため早めに提出するように。

＜利用者様情報＞

デイケア
・本多　富美様～母様がよこまちストアに迎えにくるが、青陽館からよこまちストアまで歩けないと話しており、帰りに車で送って欲しいと話している。車での送迎は理由がなければ行っていないことを説明するが聞き入れない様子。以前から筋力の低下と運動不足を指摘しているが、運動に参加していないことを振り返ると「でも仕事には行っています」と話しており、筋力の低下については深刻みが感じられない。現在は両親が送迎をしているが、両親が運転できなくなった場合は、どう生活をしていくのか聞くと無言になっている。本日はガソリンスタンド付近まで送るが、今後は運動に参加し、筋力をつける努力をしてほしいことを伝えると了承している。

・我満奈津紀様～娘様が順調にＡ型就労の体験利用を重ねていると報告あり。1年後には娘様の年金が支給になることから、お互いに一人暮らしをすることを考えているとのことで、徐々に生活面でも準備をしていくよう助言をしている。娘様がＡ型就労が安定したら、エアロビクスにも参加し体を動かす機会を増やしたいと話している。

・竹洞　聡　様～本日来所予定であったが定時に来所せず、電話連絡している。電話には出ずに留守電に切り替わっており、伝言を入れるが、伝言が終了する前に切れている。本人が聞いていて切った可能性も考えられる。折り返しの連絡がない為、夕方に再度電話連絡し、状況を確認することとしている。

・福井　彩　様～昨日の夕方に来所しており、漠然とした不安があると訴えあり。話を傾聴し、不安時の頓服薬服用することや八戸赤十字病院受診に主治医に相談するように伝えている。また、普段の生活の中で息抜きすることを、勧めている。帰宅する頃には表情穏やかとなっており、その後、電話連絡あるも大きな問題はない。本日、来所時より気分の高揚が見られている。不安を確認するが、ふざけている様子があり、不安については返答は聞かれていない。今後も様子観察をしていく。

デイナイトケア
・鈴木真知子様～運動療法の途中退席し、食堂ホールに移動しており、声掛けをすると筋トレはあまりやりたくないと話している。体調を確認すると「ボヤっとする」「頭がボーっとするような感じ」とのこと。他のスタッフの運動再開する声掛けすると「いってきます」と話し、最後まで参加しているため評価している。運動療法後は椅子に座っており、小声での独語が聞かれるが、表情の険しさは目立っていない。今後も体調や所在確認を行っていく。

・吉田キクエ様～昨日帰荘後、スタッフより電話の件について触れると「うん･･･しばらく息子に会っていないから･･･甥っ子（兄の息子）にも電話掛けたいし･･･」「明日の夜でも電話掛けてみる」と笑顔で話している。本日のデイナイトケアでは、来所時に体調確認すると眠気があるとのこと。昨日の睡眠時間は8時間半だったが、夜中1時か2時に中途覚醒したとのこと。不安なことがあるのか聞くと「うーん」と返答している。もし不安な事がある際には、考え過ぎないことと、スタッフに相談するよう伝えている。

・倉橋　生子様～青風荘より情報提供があり、帰荘後、先週末から不調の訴えが多い事に関して振り返りを実施すると反省している。以前に比べて他者交流が落ち着いている事を評価し、今後は精神面での体調管理が必要である事を説明すると応じている。本日のデイナイトケアでは、午前中は不調の訴えや不機嫌さはみられないが、午後から調子が悪くなる事が多い為、その際には適宜介入していく。

・古舘　正行様～右額と右耳に擦過傷があり、右瞼に内出血がみられている。6/4（日）に青風荘3階のトイレで転倒したとのことで、疼痛について確認すると「痛いんだよ」と話している。会話中、右額を触ることがあるため、傷口から菌が入り悪化する可能性があるため触らないよう伝えている。

ナイトケア
・植村　廣隆様～本人より電話連絡があり、今週は仕事で行けない為、来週ナイトケアに行くと話している。不調や仕事での問題は特にないとのことで、何かあった際にはすぐ連絡するよう伝え、電話を終了している。

・村上　元道様～グループホーム世話人より情報提供があり、今朝訪問時にノートに理事長への訴えが記載されていたり、気分の高揚さが見られていたとのこと。昨日来所した為、体調や生活状況を確認している。来所時から口調穏やかにスタッフに声をかけており、気分の高揚さはないが、不調として疲労感があるとのこと。疲労感の原因については、昨日寝る時間が0時頃と遅く、リズムが乱れたせいかもしれないと話している。仕事や生活で特に問題はないと話す為、情報提供の内容を伝え、振り返ると「自分ではそんなことなかったんだけどな」と返答。他者からの意見を参考にしつつ、自身の状態に注意すること、無理はせず変化を感じた際にはすぐ相談することを促すと「そうしてみるよ」と話している。終始穏やかに過ごしており、気分の高揚さはない。スタッフに自身の考えを書いたノートを見せているが、内容に大きな変化は見られていない。気分の高揚に注意しながら、必要時には振り返りを行っていく。

＜外来情報＞
6/7(水)

・福井　彩　様～5月は、夫が夜勤だったため、夜中に仕事に行っていた為、さびしくなり泣いたり、眠れなかったりと情緒不安定だったと話している。資格取得の勉強はしているとのこと。

・繁名　和恵様～幻聴が持続して苦しい時があったとのこと。内容ははっきりしないが、「過去の事を思いだした時に辛くなってどんどんきた」と話している。睡眠、食事、服薬は出来ているとのこと。

・倉橋　生子様～時折、寝付けない時やイライラすること、不調を訴える事はあったとのこと。診察中は、落ち着いている。

・野月　利章様～消化器の具合が悪化している感じがあり、食事の臭いに対して拒絶があったと話している。しかし、配食は時間をずらし摂取できているとのこと。

・藤村　翔　様～特変なく過ごしているとのこと。幻聴はあったとの事だが、大丈夫と話している。グループホームの生活にも慣れたと話している。

・細谷地与蔵様～慢性腎不全で、きどクリニックから薬の処方があり、クレメジン・炭酸カルシウム・カリメート処方となっている。

・東海林康之様～症状安定している。薬の減量を希望するが、変更なく経過観察となる。尿検査・採血施行。

・東海林紀子様～他院で採血した為、バルプロ酸のみ採血施行。時折、不眠があるが医師からは1週間に1回程度であれば、心配ないことを伝えられている。

・淡路智恵子様～穏やかに話している。採血結果で糖尿病ならお願いしますと医師へ話している。

＜勉強会：園芸療法について＞

・園芸には、様々な工程がある為、治療や訓練に用いることが出来る

例：継続的に行う活動である為、持続性の評価ができる

明確な結果として現れる為、自己効力感の向上が図る。

周りの環境の刺激がある中、作業を行うことにより集中力向上を図る。

スタッフへの指示理解の評価ができる。

コミュニケーションを図るツールとなる。

土を弄ることや身体を動かす事でストレス軽減を図る等…

・園芸中は、利用者の主体性を尊重し、スタッフはグループの補助を行う。

・各プログラムに取り入れることも可能（例：就労支援の企画運営や再発予防のグループワークで対策を立てる、ストレス緩和で身体を動かしストレス発散する等）

・利用者様からも意見を聞き、参考にした方がいい案があれば取り入れていく。

・月間予定表がある為、都度確認しながら実施すること。

※企画書に意義や目的などが記載されている為、確認し、分からないことがある際には作業療法士に相談すること。効果的に実施できるようにしていく。

